一 帝展 

帝展の 洋画 部 を 見て いるう ちに、 これ だけの 絵に 使 

われて いる 絵 具の 全体の 重量 は 大変な もので あろうと 

考えた。 その 中に 含まれて いるれ 〔# 「^」 は 縦 中 横〕 

とな 〔# 「な」 は 縦 中 横〕 だけで も 夥 しい もので 

あろうと 思われた。 こんな 事 を 考える ほどに 近頃 はこ 

うした 展覧会の 絵に 興味 を 失つ てし まった ので ある。 

批評な どす る 気に はなれそう もない。 

日本画と 西洋画の 区別が 年 と共にい よいよ 分からな 

くな つて 来た。 画の 主題で も 描法で も 両方から 互いに 



「いけない」 と 思う 絵 を 観客に 自由に 遠慮なく 投票 を 

させて、 ォス トラ キズム の 真似 をしたら どうかと 思う _ 

推賞す る 方の 投票 だと 「運動」 が 横行して 結果 は 無意 

味に 終る にき まってい るが、 排斥す る 方の 投票 だと、 

その 結果 は 存外 多少の 参考になる かもしれ ない。 そう 

して 最後に 残った 絵 だけ をもう 一 遍 陳列して みたら ど 

んな ことにな るか。 これ は 試しに 一度 やって みる 価値 

が あるか もしれ ない。 

二 ョ ー ョ ー とコ リント ゲ ー ム 



社の ある 窓の 内に 執務して いる 甲 某に その 友人 乙 某が 

百メ —„ ^ルも 先の 街 上から 何 かしら ある 信号 を 送る と 

いう ことがあり 得る であろう。 「今夜 一 処にビ —ルを 

飲もう」 というく らいの 罪のない 信号で ある 場合 も あ 

ろうが、 もう 少した ちの 悪い 場合 も 色々 ぁリ 得る。 そ 

うした 場合に、 同室に いる 課長 殿が、 これ は 誰かに 対 

する 信号 だとい うこと に 気が付いた としても、 その 信 

号 を 受けて いるの が 室内の どの 男 だかと いう ことが 分 

かりにく い。 そこに この 信号の 長所が ある 訳で ある。 

それで 課長 殿が 窓際へ 行って 信号の 出処を 見届けよう 

としても、 光束が 眼 を 外れる と 鏡 は 見え なくなり、 眼 



掃す るよう な 一 つの 方法 を 発明した。 発明と 云っても、 

それ は 多くの 人に は 発明で もなん でもない 平凡 至極な 

ことで あるが、 しかし 自分に とって は 実に 重大なる 発 

明で あり 発見で あつたので ある。 

それ は、 外で もない。 三時 間 か 四時 間 だけ 自動車 を 

一台 やとって、 道路の いい 田舎へ 出かけて どこでも 好 

きな ところで 車 を 止めて 土が 踏みた ければ 踏み、 草に 

寝た ければ 寝る という ことで ある。 近頃の 言葉で 云え 

ば ドラ イヴ を 試みる ことで ある。 

ゆさん 

自動車で 田舎へ 遊山に 出かける と いうよう な こと は 

われわれ^ ぜ い 

非常な 金 持の する ことで 吾々 風情の 夢にも 考えて はな 



のく らい 信用 出来る かも 不明で ある。 鉄道 省で 出来た 

英文の モ— タ ー 口 ー ド マップが あって、 これ は 便利で 

あるが、 あまりに 簡単で その 道路と 他の 地 物との 関係 

が 不明で あり、 また 最近のと ころまで アップ • ッ • デ— 

トに はなって いないら しい。 やはり 便利の ようで 不便 

なのが 現在の 世の中で ある。 

らくらく トスん 

楽々 園で 車 を 降りて 入場しょう とすると、 向う から 

来る 酔つ ばらい の 二人連れが 何 かしら 不機嫌で いきな 

リ 出入口の タ— ン パイク を 引つ こ 抜いて 投げ出して 

行った。 園内の 芝生 は 割合に 気持の いいと ころで ある _ 

芝生の 真中で 三、 四 人 弁当 を ひろげて 罎 詰めの 酒 を 酌 



ぶれた ものが、 もう 一 遍立 帰って来た ときに 始めて 日 

本 固有の 文化の 善い 所が 新しい 眼で 見直される という 

こと も あるか もしれ ない ので ある。 

(昭和 八 年 十二月 『文芸』) 
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